
（２）総合Ⅱ（大学入学共通テストを課す）

【工学部・情報工学部共通（ただし，学部名の記載がある項目は，当該学部の内容を示している。）】 

募 集 人 員
工学部

工学科

建設社会類 ４名
機械類 ９名
電気類 ４名
物質理工学類 ４名
総合類 ５名

情報工学部

情報工学科

知能情報類   ５名
電子情報通信類 ４名
知的システム類 ４名
生命情報類   ３名

出 願 資 格

次の①～④のいずれかに該当し，志望する学部が指定する令和８年度大学入学共通テストの全教
科・科目を受験する者で，合格した場合，入学することを確約できるもの

① 高等学校，中等教育学校若しくは文部科学大臣が日本の高等学校の課程と同等の課程を
有するものとして認定した在外教育施設の当該課程を卒業（修了）した者及び令和８年３
月卒業（修了）見込みの者

② 通常の課程による１２年の学校教育を修了した者及び令和８年３月修了見込みの者
③ 高等学校卒業程度認定試験規則による高等学校卒業程度認定試験に合格した者（廃止前
の大学入学資格検定に合格した者を含む。）及び令和８年３月３１日までに合格見込みの
者で，令和８年３月３１日までに１８歳に達するもの

④ 本学において，個別の入学資格審査により，高等学校を卒業した者と同等以上の学力が
あると認めた者で，令和８年３月３１日までに１８歳に達するもの

※ 上記④により出願しようとする者は，２７～２９ページ記載の「８．個別の入学資格審
査」に従い，手続きを行ってください。

選考方法の概要

入学者の選考は，大学入学共通テストの成績，課題解決型記述問題，グループワーク，個人面

接，活動報告書（中学卒業後の活動に関する記述）及び調査書等を総合して行います。

２段階選抜 

志願者数が募集人員を大幅に上回る場合は，調査書，活動報告書（中学卒業後の活動に関する

記述）及び課題解決型記述問題の合計点により，第１段階選抜を行うことがあります。

第 １ 段 階 選 抜
選 考 方 法 等

第１段階選抜（400 点満点） 
 第１段階選抜では調査書,活動報告書（中学卒業後の活動に関する記述）及び課題解決型記述問題の
書類選考により，合否を判定します。 

・評価項目及び配点（400 点満点）

類 評価項目 配点

全 類

調査書 １００

活動報告書（中学卒業後の活動に関
する記述）

２００

課題解決型記述問題 １００

①調査書

全体の学習成績の状況（評定平均値）を点数化します。ただし，調査書のない出願資格者

は，課題解決型記述問題の得点を元に調査書の見込み点を算出します。 

②活動報告書（中学卒業後の活動に関する記述）

中学卒業以降に志願者本人が取り組んだ２つの活動（学業における活動，探究活動，部活動，

生徒会活動，ボランティア活動，留学・海外経験，取得資格・検定，各種大会・コンクールなど

学内外での諸活動）を記述してもらい，１つの活動につき 100 点を満点として評価します。

③課題解決型記述問題

小中学校で学ぶ理数に関わる内容をもとにした問題１つについて，図なども用いて解答して

もらいます。問題文や表図により提示された内容を読みとり，結果・考察をまとめ，それらを

もとに，指定された課題や授業等の実行・展開の計画を立案してもらい，評価します。

出 願 期 間 令和７年１２月 ４日（木）～１０日（水）

第 １ 段 階 選 抜
合 格 発 表 日 令和７年１２月２６日（金）

第 ２ 段 階 選 抜
選 考 方 法 等

第２段階選抜（1,500 点満点） 

第１段階選抜の得点は利用せず，第２段階選抜の得点のみで合否を判定します。

第２段階選抜ではグループワーク及び個人面接を実施し，大学入学共通テストの成績と合わ

せて合否を判定します。ただし，グループワーク，個人面接，大学入学共通テストの合計各評

価項目のいずれかの得点が著しく低い場合は，総合点にかかわらず，不合格となることがあり

ます。

志望する学部・類が指定する大学入学共通テストの全教科・科目と，グループワーク及び個

人面接をすべて受験しなければ，合否判定の対象とはなりません。
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